
興福寺旧境内の調査
一第327次調査

はじめに

調査地は、春日山から西にのびる低丘陵の北斜面に位

置し、奈良県婦人会館の北、奈良市登大路町11-1、油留

木町1-1に所在する (図139)。

平城京条坊では、左京三条七坊九坪の西北隅にあたる。

北は二条大路と接し輿福寺寺地の北限となり、西には興

福寺北面中門である悲田門があった。また、寛政 3年

(1791) -文政 2年(1819)ごろに描かれたとされる「興

福寺春日社境内絵図jによれば、この場所には、興福寺

子院のひとつである「大持院」がおかれていたことが知

られる (図144)。

調査は、マンション建設の事前調査として実施し、上

述のような歴史的背景をふまえ、大持院の遺構、奥福寺

の北限および二条大路側溝の検出を目的として、南北に

長い南北12m、東西 6mの調査区を設定した。調査面積

72m。現地調査は、 2001年5月7日に開始し、 5月16日

に終了した。

図139 第327次調査区位置図
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2 基本層序

調査地の現況は駐車場であり、土地所有者の話によれ

ば10年程前までは畑地であったとのことである。

基本層序は、アスフアルト舗装、駐車場造成のための

客土、近世から近現代にかけての遺物を含む黒色土、整

地土、地山である黄褐色磯層となる。調査地全体が、近

代以降の削平を受けていたため、地山上の整地面および

地山上面を遺構検出面とした。現地表面(アスフ アルト舗

装面)の標高は、 87.2m、地山面の標高は南端で86.3m、

北端のSD8175護岸上端で85.9mである。

3 検出遺構

検出した遺構には、溝、石列、柵、土坑、水場遺構な

どがある。

808175 調査区北端で検出した東西方向の石組溝。

南岸の護岸石列を検出した(図143)。溝の本体は調査区

外となるため幅は不明。深さは調査区北壁で30cm以上を

確認した。護岸は、上面で幅却cmの掘形に栗石を裏込し、

長さ40cmほどの塊石を垂直に積む。

図140 調査区全景{北東から)
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図141 第327次調査遺綿平薗図・断面図 1 :80 
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埋土の上層には近代以降の遺物を含むが、奈良女子大

学構内で検出された、奈良奉行所北面の濠SD2780の北

岸にみられる護岸SX2808の構造に類似することから、

この護岸自体は近世にさかのぼる可能性がある(奈良女

子大学『奈良女子大学構内遺跡発掘調査概報IIJ 1984)。

8X81 76 SD8175の西側で東西1.5m分検出した祈状の

石組み。SD8175同様の塊石をコ字形に組み、境にはさ

らに粘土を充填する。裏込は用いない。埋土中は無遺物

で上面には漆喰が置かれていた(図143)。

8X8177 調査区中央西辺で検出した近代の水場。西

側は調査区外へのぴ、南半は撹乱を受けているため、東

南部にあたる内法東西2.1m、南北2.4m分を検出したに

とどまる。周囲には内側に面を揃えて石を配し、漆喰で

水平面をつくる。漆喰面の中央には足場のために一辺55

cmの大型の石を上面を水平に埋め込む。この水場の西方

には現在も使用可能な井戸があり、この井戸にともなう

ものであることが推定される。なお、外周の整地土上面

から昭和24年発行の 1円黄銅貨が出土した。

808178 調査区中央で検出した東西方向の素掘滞。

幅65cm、深さ20cmで、東半部は礁を多量に含む黄褐色土

により埋められている (SD8178a)。西半の2.8m分は、幅

1m、深さ50cmに再掘削され、北肩に 1辺30cm-50cmの

図142 808179・808181・808178検出羽5兄(東かう)
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塊石を護岸状に据えている (SD8178b)。南肩には丸木杭

が打たれていた。埋土は上下 2層に分かれ、上層の黒色

土からは、瓦、陶磁器、および員殻などの食物残浮を含

む多量の遺物が出土した。下層の樟褐色砂質土は、無遺

物層である。

8X8179 調査区南端から北へ 5m程のところで東西

方向に黄褐色土の高まりが認められ、その中に一部埋没

した状態で検出した石列(図142)。東西方向に 5基 2列

にわたり 20cm四方の平石を10基配列する。間隔は東西に

50cm等間で東端のみ30cm、南北は60cm。東端の 2石は

SD8181の西肩にかかる。同様の石を、南西に外れた位

置に 2基、南に 1基検出したが、筋が揃わないことから、

二次的な移動を受けた可能性がある。

8A8180 東西方向の柱穴列。径20cm前後の小柱穴を

45cm間隔で 5基 4間分検出した。東端の穴はSD8181の

埋土を掘込む。

808181 長さ2.9m、幅50cm、深さlOcm程の浅い南北

方向の素掘講で、両端は土坑状に広がる。北端では平瓦

の破片が充填されていた。近世後半の瓦を含む。

8X8182 長辺50cmほどの礎石状の石。

8X8183 調査区中央東辺で認められた様、漆喰塊を

含む黄褐色土の集中。

図143 808175・8X8176検出状3児(東か5)
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調査区北端で検出した東西溝SD8175は、現在の登大

路町と油留木町の境界に位置し、本来は町境を画する溝

であった可能性が高い。油留木町は、二条大路にそって

東西二丁にわたる街であり、その南半はもとの二条大路

上に位置する。興福寺北辺付近の二条大路は、自然の傾

斜地を開削して通したことが推定されている(大岡賓「平

遺物は、 SD8175、SD8178b埋土、および遺物包含層

である黒色士を中心に出土した。また、調査区北半は、

地山が緩やかに北に傾斜するが、客土以前に全体を水平

にするための盛士が行われており、この盛土(暗褐色土)

出土遺物4 

に位置する奈良県文化会館北側の崖線が、二条大路南辺

の名残であろう。このような周辺の地物との位置関係か

らみると、 SD8175が二条大路の南側溝を何らかの形で

踏襲している可能性は高い。

今回の調査では、中世以前にさかのぼる遺構は確認し

ていない。また近代以降の改変が大きく、近世以降の遺

構についてもその性格づけは難しいが、上述のように

SX8179とSD8175の位置関係は、興福寺北辺と二条大路

の関係を探るうえでの手がかりとなろう。

『偽教義術JI40 1959)。調査地の南西城京と興福寺の寺地」

中からも少なからぬ遺物の出土をみた。これらは二次的

なものと考えられる。出土遺物には、瓦碑類、土器・陶

磁器、金属製品、銭貨、員殻などがある。瓦障は、表20

のとおりであるが、中世から近世にいたる時期のものが

出土している。土器・陶磁器は、整理用コンテナ 1箱分

が出土した。貝殻はSD8178bから多数出土し、この溝が

生活廃棄物の塵芥処理に使われたことが伺われる。

今回の調査で確認した遺構は、以下のように大きく整

理することができる。

調査区西半では、南からSA8180、SD8178b、SX8177
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およびSX8176が南北にならぴ、調査区外の井戸も含め、

一連の遺構として機能していたものと考えられる。時期

は近現代で、駐車場造成直前までであろう。

一方、石列SX8179は、規則的に配置され上面が平坦

になるように据えてあることから、何らかの構築物の基

礎であった可能性が想定できる。地山上に高まりとして

残された黄褐色土中に埋もれていたこと、東方に様、漆

喰の集中するSX8183が存在し、 SD8178aも同様の士で

埋め立てられていることなどの状況から、 SX8179の位

置に士塀状の施設があり、これら一群の混喋黄褐色土は

その崩壊士である可能性がある。この場合、 SD8181は

土塀にともなう瓦組暗渠の抜取跡とも考えられる。すな

わち、区画塀SX8179、その暗渠SD8181、北側の区画溝

SD8178aという関係があったものと想定でき、これらが

近世の興福寺、あるいは大持院北辺に関わる遺構であっ

た可能性がある。ただし、通常土塀の基底部は基底部幅

に沿って外側に面を捕えた 2条の直線的な石列として検

出される場合が多く、 SX8179の性格についてはなお検

討の余地を残す。
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